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と規定している B)0 すなわち， 人間の努力とその促進資源を使って，望ましい
。経営管理論者のなかでも，経営管理概念をわれわれのごとく理解しようとしない人々が少なく
ない。例ヌ l:fUnive目 alSchool !と属する A.Lepawskyは 組織体ー瞳との関撞から，それに
必要な指導的行為を administration(経営するとと)としてとらえ， その歴史的z 社会的普通
現象たるとみ移強調L.われわれのごをきず場をとらない (Adm加制昭tioη The Art and 





2) Bullet同 01tke Taylor Socielア， ]une-Aug-ust 1925， "PP， 102-104 0. F. Mee， M開 agernent
Thoughi 同 aDynamic Economy， 1963， pp. 40-41) 
3) F. W. Taylor， Skot M開吋'ement，1903， p.21 
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戒果を達成する精神作用の過程が管理なのであれ今日一般にし、われる， I人
人によって仕事を成就すること J4) (getting things done through people) 
という管理概念と全〈同義の規定であることがわかる Q いわば Taylorは，そ
の内容がし、わゆる時間研究の結果たる task に基く pl叩と see からなる
business leadershipの行使壱もって管理と解し，それへの，時間研究で示さ
れたごとき，知的，合理的接近壱もって科学的たることを主張しようとしたと
いう乙とができる。 ところでこの科学的管理については M.Weber が有名
な「支配の諸類型」のなかで，合理的支配の形態の典型的発現として指摘して
いることは周知のところであり刊 したがってこれを転機として支配， その一
つの形態である b¥lsinesSi leaderSihip の近代化の端緒が開かれるとととな司




科学的管理の前史を遡ると， C. Babbage (1792-1871)の O切 theEco削附y





。H.Koontz & C. O'Donnell， h叩ciple~ ザ M附agement ， 1959， Preface 
5) 槙島朗訳「権力と支配」昭和29年， 257ベージ。
6) Babba.geの伝記については L.Urwick (ed.)， The Gold四 Bookof M，側 agem四 t-AHisー
torical Record 0/ the Life削 dW ork of Seve叫 yPioneers， 1956， pp. 9-13 なお被のこの苦作
の内容については R.V ilers， The DJ州側叫S 01 lnd悶 trial M，明暗ement，1954， pp. 48-61 
参照ロまたとの木は当時lとおいても l万部以上出版されたといわれている (Urwick，ot 叫 P 
10)。
'7) R. Bendix， Work帥 iA叫hority四品向stry-ldeologies of M側 1gement叩 theCourse 01 
lnà~叫内alizatioκ1956， pp. 254-259 当時の骨働者への閉が監密着による暴力の形をとる場合
さえあり!それがむしろ普通であった左いわれている (W.H. Wakemen， " The Ma阻 gement
of Mcn in Mills and Facto-ri<as "， Engzneerzng Maga.zme， Oct. 1894)。
22 (324) 第四巻第5号
各産業別lニ精綴な分析を展開する V.S. Cl町k，History 01 the M，刷協ifac-
tures叫 theU. 5.. Vol. II からも明らかなごとく，南北戦争を契機として工
場制度が普及し，企業規模の拡大が進むにつれて，相互の情報の交換，経営者
の訓練，作業改善方法の吸収などの必要性が拡大し，それに答えるものとして
American Society of Mechanical Engineersが結成され， 1886年の 5月に
その初会合が行われた。この会合は，管理論の発展史上きわめて重要な意味を
もつものであった。というのは， Yale and Towne Coの社長であった H.R
Towneの有名な論文“ TheEngineers 'as an Economist"がその席上で提
出され，活i犠な論議を呼んだからである。すなわちその論文で Towneは次の
ことを強調している。「工場管理の問題は，企業の成功にとって，工学 (engi-
neering) と同じ位に重要である。 …それにもかかわらず， 今迄それへの関
心はきわめて低い。 ・これを救済するには，工学技術と事務との双方に通じ
た人こそ必要なのである・‘ j圃〕と。いわば Towne はこの論文によって管理











8) American Society of Mechanical Engineers， Tr即時叫ons，Vol. VII (1885) ; R. VLlle凶，
op. cit.， p.60; J. F. Mee， M開 agem開 tTA叫 ght四 aD抑制即 Economy，1963， p. 22-23 
9) TaylorとBabbageは 明えば時間研究の点などで非常に類似してし、るが， T<tylol-'1 Bab-
bageの仕事を全く知らなかったといわれている (Urwick，op. cit.， p.10)。
10) Villers， op. cit.， p.37 





の移行に焦点をおく R.Bendixの分析壱みてみよう。すなわち. H. Spencer 
の思想、で代表される適者生存の，厳しいまた荒々しい社会的進化論は， 19C後
半 20C初頭の，いわゆ Q N ew Thonght Movement t:'よりてその頂点に
達したu しかし次第にf台頭する労働組合の勢力に対して，企業者達は，外では

















1) 例えば， Villers， op. cit.， pp. 43-46; Mee， op. cit.， pp. 30-31 









らこれを扱った，いわゆるホクシイ報告書(R.F. Hox民 5附 nlificManagem帥 t
and Labor， 1918)によってその事情がよく伝えられている o しかし，その導入
が必ずしも充全なものであったかというと問題である。というのは G.D. Bab-
cock， Taylor Systt問問 Frankl附 Management，1917 や H.P. Kendall， 
“Types of ManagementヘAddress at the Conference on Scienti品C













13) ViIlers， op. cit.， pp. 41-42 
14) Taylor， Testrmony， op. cit.， p.43; F. B. Copley， Frederick W. Taylor， 1923 (Bendlx， 
op. cit. p. 280) 














に注意が肝要である。それは organization と managernentとが明らかに区
別されて扱わ、れた点にその特徴を見出すことのできるものである。したがって









15) T. C. Cochran， The Ameri叫循 BusinessSystem-A Historical p，島内;pet;耐久 1900-1P55，1957 
Chap 九中1敬一郎訳「現代のピジネス システム 新しい経営の生成と尭展 J，昭和34年。
26 (328) 第 98巻第5号
点では，いわゆるH.L. Gantt， H. Emerson， F. B. Gilbrethなどの活躍と
ならんで，地味ではあるが， A. C. Humphreys， H. Diemer， W. Rautenst 
rauch などの教壇を介しての活躍も見逃せなし、問。 そのほかには， 例えば，






については， 1910年代にワいてみると， the Society to Promote the Scicncc 
υ1 Management (1912)， the National Safcty Council (1912)， the NatIonaJ 
Industrial Confcrence Board (1916)， the National Association of Fore-
rnen (1918，後の the.N ational Managernent Assoc同士ion)，the N ational 
Office Management Association (1919)， the N ational Association of Cost 
Accountants (1919)などがあげられる問。また管理概念の拡大的適用という点
では(もとより普及活動と密接に関連するが)， L. D. Brandeisの Busi即日-A




16) H. L. C凹 t，OJ'fJanising [01' lVork， 1919; H. Emerson， The T11'Ie加 Prinr;iple.~ 01 Effici四ー
cy， 1913; Frank and LilI日1Gilb回th，A仲 liedMotion Study， 1917; H. Diemer， Factcη 
O1'ganizatio泥 andAdm岬 ist1'ation，1910; A. C. Humpbreys は StevensTn叶ituteof Tech-
nologyの Departmentof Economic Engineenng (1903年童設)の部長であったし W.
R叫 tcnshauchは ColulllbiaUniversityでWorksManagerne川のョースを教え 1918竿
には， Department of Industrial Engineenngを創設した (Villers，op. cit.， 73; Mee， op 
dt.， pp. 115-120; L. Urwick (ed.)， The Gold向島ok01 Management. 1956)。
17) Mee， opωt.， pp. 42-43 
18) lbid.， pp. 44-4.5. 
19) Columbia University， School of Mine晦旦 Engineering and Chemistry， Announcement 
1907-8 (Villers， op. cIt.， 73). 
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一次大戦後の急速な生産力の増大および20年代の合理化運動は，その動きに一
層の拍車を加え，多彩さを増すこととなった。
例えば，急速な生産力の増大という点では， National Resource Committee 




はいうまでもない。例えば， 前者につい亡は The American Society of 
Mechanical Engineersの 50 Years Prog何日間 M酎 'tagem四 t によると，
1923年から30年に至る聞に sales management の文献が急速に増加 (7
181) L それに関する諸活動がにわかに活溌となってきた事情が分析されて
いる町。後者については H.Hoover大統領の指示のもとに theFederated 
American Engineering Societiesによって用意された Repo吋 01包theElimi】









20) National Re.source Comnuttee， The Slructure 01 Americ四 Economy，Part 1， Basic 
Character正stics.June 1939， p.60 
21) The America.n Society of Mechamcal Engmeers， Fifty Years Prog附芯 inManagemo叫
(1910-1960)， pp. 249-250 
22) フォ ドは， 1908年にいわゆる ModelTの生産を開抽したが，ョングェアー の尋入は1913であ
ったとし、わすもてb、る。 H.E. Kross， American Ecotωmic Development， 1955， pp. 361-366 
23) F. B. Alderfer & H. E. Michl， Economics of America旬 Ind叫 try，1957.これは各産業別
分析そ行っている点で有用である。
28 (330) 第9B巻第6号
になった。 その主要なもの壱あげると次のごとくである。 H. Munstenberg， 
Business Psychology， 1918; H. L. Gantt， Orga刑 zingjor Work， 1919; C 
E. Knoeppel， GraPhic P.刊 ducti開 Coηtrol，1920; J. O. McKinsey， B叫getary
Control， 1922; J. M. Clark， Studies in the EcO'T印刷cs01 Ove1'head Cost， 
1923; O. Sheldon， lJze .Phitosophy 0/ M側 age問問t，1922; W. D. Scott & 
R. C. Clothier， Perso錦町1Manage叩叫ム 1926など。 これよりわれわれは，
当時の研究活動が，いかに時代の要請に答えて， Taylorismをこえた多彩な内
容をもって展開されたかを知ることができるが，この事情を， The American 





の排除，原価計算)の進歩 Taylorism をこえた管理概念の拡大化， 経営にお
ける経済学的知識の浸透が重要な傾向として認められると叫。




ということである。 例えばこのような傾向を反映して， 1924年に business
ないし engineeringschoolの管理論コースの教授達の初会合が TaylorSo-
cietアの援助のもとに New York で聞かれたが，その席上で， 致をみた
唯一の点は， 今後大学のカリキ Z ヲムの管理論コースは Organi~ation and 
Management と呼ぱるべきものということであヲた町υ そしてこれと相前後
して，この種の文献が刊行されるとと kなった問。 土れを1910年代のいわゆる
24) The American Society of Mechanical Engineels， op. cit.， pp. 242-243 
25) Mee， op. cit.， p. 51 
26) R._ C. Davis， The p，叩山ples0/ p，αctory Orga刑 1Jationand Ma叩 g酎附zt，1928; H. P 

























Dutton， B問団essOrganization and MU1包免許抑制2t， 1925; W. B. Cornell， Organization and 
nげa切zgement色1'1Inrlustry and Bu.~i仰向可 1928などロ
2-7) NIee， op. cit.， pp. 50-51 
















ではなく，したがって当時の professional managerは， まだ株主の代理と
いう意味を，実質的にも持っていたものと考えるのが妥当であるからである。
この点で.1929年における， Standard Oil (lndiana)の社長 ColonelStewart 





ないではなかったが， その実体は adm旧四trationないし organizationと
managernentとの概念の区別した取扱いで明らかなごとく，今日のいわゆる経
29) T. C. Cochran， The Amer~c叫晶"叫'ss Systern~A Hl犯toricalPe吋出tive，1900-1955， 1957， 
中川1敬郎訳「現代のピジネス ジステム」昭和3<年， pp. 123-133。
.30) A. A. BerIe & G. C. M聞 15，The Modern Corporation叩 iPrivate P叩世M'ty，1932， pp 
82-83 


















しつつあったことで示される。特に最後の点については， A. A. Berle & G. C 
Means， The Mode刊 Corporationa叫 P円四teProperty， 1932; A. R. Burns， 
The Decline oJ Competitio民 1936や. TNECおよび，今迄にもしばしば引
用した National Resource Comrnユtteeの報告書などが，有力な立証として
あげられるし，経済理論の領域でふ競争関係の変化を反映するものとして，
E. Chamberlin， The Theoη 01 Monopolistic Co刑tetitic叱 1933 などが出て





















total operation の観点からする function の整備(例えば purchasing町単な
るサ ヴィス職能から，製造，阪売とならぶいわばライン職能への昇格)とならんで，
整理職能の同じく全倖的観点からする整備， 例えば， 調査・研究を次第に重
視する傾向との関連からする， 計画， 組織， 統制のごとき諸職能の経営全体
の観点からするその役割の重要性の認識の増大とそれへの処置(例えば全体的
観点からする組融計画や予算統制)などが，特に新しい動きとして報告されてい
ってとらえることができる (NatronalResource Committee， op. cit.， p. 74)ロ
32) P. F. Drucker，日'"p柑 ctiaoJ Ma'nageme叫， 1954. Chap. 10; E. Dale、TheGreat Ot酔ー
削 zer，1960， Chap. 3; J. Chamberlain， The B叫ertrisingAt出何cans:A B削 tness却 ，t，り '1
the U.刑 ted Staies， 1961， Chap_ 1 字野博二訳「アメリカ産業を築いた人びと」至誠堂 J 昭和
40年。
33) 柳川昇，アメリカに於ける経皆目男達と経営. r東京:た学辞世学部創す 30周年記~ft論文集」第
田部『アメリヵに於ける経営学と金計学」昭和24年。
34) W. Wissler， H包幻叩“ Adm四 styation.1931， ，pp. 22田 31-44 
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る向。このような事態の進展は， 経営管理面から個人色を払拭する傾向を当然
助長し， pγofesslonal managerの急速な拾頭を促すこととなった。この点に
ついては. Berle & Means の前掲書の調査はあまりにも有名であるし， J. 
Burnhamはこの現象を Ma陶炉問al R四 olufioη，1941 としてとらえている固
また Bendixの administrativeemployeesの増大傾向をとらえた統計も，








1930年代の管理論の状態を代表するーっとして重視される， Gulick & L. UIー
wick (eds.)， Pape問問 the5日間ceof Ad間切日付'atio民 1937に一文壱寄せて
いる L.Gulickの論調である。 それによると彼は chief executivc の仕事
を， POSDCRB という一連の process として規定し，これは dyIlamicな
環境に対する経営の全体としての適応の必要性から，従来のと組織たとミ管理を
の形式的分化が意味をなさなくな勺たからにほかならない左いう釘〉。 このよう
35) Thc Am.cnco.n Socicty of Mcchanical Eng:mcc四 .ap. oit.， pp. 191-238. 
36) R. Bendix， op. cit. pp. 211-253 
37) L. Gulick， "Notcs 00 thc Thcory of Organlomtion"， inL. Gulick & L. Urwick(ed.)， 
op. cit.， pp. 13， 43-44. POSDCRBとは， Planning， Organizing， Sta亜ng，Duecting， Coord 
inating， Reporting， Buclgetingの暗であり，このような chiefex田 utiveの職能のいわゆる遁
程的把置は， H. Fayolに負うものであると. Gulick自身述べている (L.Gulick， op. cit.， p_ 
13)。なお Fayolの Aaminist帽 U叫間d出 trielet grJne四 le，1916の英訳ならびに独訳は，
1925年に InternationalManagement Institute (Geneva)によって出版され その英訳者な
らびに訳著名は， J. A. Corebora.ugh. lnd間的aland G8neγ'al Ad開閉$t1'alio'1'l であった (L.
Gulick & L. Urwick， opーのt.，p. 118，脚注1)。 この内容紹介は， L. Urwick， "The Fun'-
ction of Adm皿istI-ation"， (皿 L.Gulicl三&L. Urwlck， op. cit.) で梓われてし、る。 また
Fayolの前掲書の英訳は， 1949年に， C. Stor目によって再出版され， その聞の経過などが，
Ur'I.Vlck による Forewordのなかに述へられている (c. Storrs， translated， Gen81'al 即，'








に見られるのではなく， O. Sheldon， Philosophy 01 Manag印刷t，1923; R 
C. Davis， B包括問essOrga削 zationα幼dOperatic切， 1935にもみられるが，それ
らが特にアメリカにおし、ては， 1930年代の所産であることは，前述のごとき事
情との問題から，注目に値するところである。これを契機として，経営管理の
概念が process 概念を中核として次第に普及し 40年代から50年にかけて
OrganizatioI;L and Managementに代るに Principlesof Management と
題する文献が多く出ることとなった。例えば G. R. Terry， P門町ipl出 of
Manaf?e刑問t，1935; H. Koonz & C. O'DonnelI， P門別iphs01 M酎~age問自民
































に終始した。いうまでもなく， 今日の経営管理論は management theory 
jungleともいわれるごとしそのなかには多〈のアプロ一千が含まれている o
而して既にその新芽は，われわれの今迄の考察の対象とされた期間にも芽生え
ていたのしたがってその意味では，木稿における経蛍管理論史の展開は必ずし
も充全なものとはいえない。この点への論及，すなわちこれらの他のアプロ一
千の過程理論との関連からする位置づけの問題への論及は，次の機会に待っと
ととしたし、。
